
～楽しかった夏まつり～～楽しかった夏まつり～
　例年にない暑さの中、８月の鶴居運動広場は多くの　例年にない暑さの中、８月の鶴居運動広場は多くの
来場者で賑わいました。来場者で賑わいました。
　８月 14 日から行われた「夏まつり」には、鶴居村　８月 14 日から行われた「夏まつり」には、鶴居村
を訪れた大関把瑠都関が登場し、子供たちと射的の対を訪れた大関把瑠都関が登場し、子供たちと射的の対
戦をしました。戦をしました。
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■地方公務員法に基づき、鶴居村職員の職員数や給与、勤務時間、勤務条件等、人事行政の運営等の状況を公表します。 

１. 職員の任免及び職員数に関する状況
区　　　　分 職 員 数 採用者数 退職者数

平成22年4月1日 56名 2名 5名（平成21年度）
平成21年4月1日 59名 1名 1名（平成20年度）

３.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　⑴ 勤務時間の状況
1週間の勤務時間 始業時間 終業時間 休憩時間 週 休 日
38時間45分 8時30分 17時15分 正午～13時 土・日曜日

　⑵ 休暇の取得状況　（平成21年度）
　　・年次有給休暇　1年度に20日で、20日以内の残日数を翌年度
　　　に繰り越せる（最高40日）。
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消 化 率
1,660日 552.8日 42名 13.2日 33.3%

・病気休暇～7名取得 　・特別休暇～産前産後休暇1名取得、忌引5名取得他

６.職員の研修及び勤務成績の評定の状況　　          
　⑴ 職員の研修の状況　（平成21年度）

研修名 初任者研修 法務基礎研修 地域おこし
道外研修

保健推進員
リーダー研修 建築技術研修 議会行政

視察研修
農業委員会
道外視察研修

勤続30年
職員研修

修了者数 1名 1名 1名 1名 1名 1名 1名 2名

　⑵ 勤務成績の評定の状況
　平成22年度現在、実施しておりません。

７.職員の福利及び利益の保護の状況　（平成21年度）
　⑴ 福利厚生の状況

区　　　　分 内　　　　　　　　　　　容 実　施　状　況

北海道市町村職員共済組合 検診・健康づくり事業、ライフプラン推進事業、医療費適正化事業、宿泊施設利用助成事業の実施

北海道市町村職員福祉協会 健康管理対策事業への助成、退職者セミナーの開催、入院一時金・出産祝金・弔慰金の給付

村

20歳代・30歳代隔年の職員に事業主健診、30歳代
隔年・40歳以上の職員に総合健診を実施 受診者50名（84.7％）

永年勤続職員表彰 30年3名・20年2名・10年1名を表彰
職員スポーツ活動への補助 10万円

地方公務員災害補償基金 公務中や通勤途上で被災した場合の補償 1名

　⑵ 互助会に対する公費の負担状況
区　　　　分 実　　　　　　　　　　　　　　　績

北海道市町村職員福祉協会 公費補助等総額（率） 196,097円 （17.5%）
一人あたりの公費負担額 3,163円

村

福利厚生事業実績総額 1,747,110円
一人あたりの公費負担額 29,612円

個別事業給付単価・実施件数・実績額

本人弔慰金　10,000円　実績無し
家族弔慰金　10,000円　2名　～　20,000円
事業主健診助成　11名　106,650円　/　総合健診助成　39名　828,170円
婦人検診助成　7名　13,330円
永年勤続表彰給付　　実績678,960円
　　・10年勤続　 10,000円　1名　～　 10,000円
　　・20年勤続　 12,000円　2名　～　 24,000円
　　・30年勤続　 15,000円　3名　～　 45,000円

300,000円　2名　～　600,000円
レクリエーション活動助成　100,000円　1団体　～　100,000円

※北海道市町村職員福祉協会の詳しい事業内容については、福祉協会のホームページをご覧下さい。
アドレス　　http://www.hokkaido-ctvfukusikyokai.jp/

　⑶ 利益の保護の状況
　・公平委員会に係る業務の状況
区　　分 勤務条件に関する措置の要求 不利益処分に関する不服申し立て 苦情処理
件数 0件 0件 0件

２.職員の給与の状況　   
　※別の紙面に掲載のとおりです。

４.職員の分限及び懲戒処分の状況
　平成21年度の分限処分は休職が1名で、懲戒処
　分は戒告が1名でした。   
 

５.職員の服務の状況
　平成21年度、服務義務に違反した職員は9名でした。

鶴居村人事行政の運営等の状況をお知らせします
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村特別職・議会議員・職員の給与状況（概要）を公表します
■村職員等の給与状況  （平成22年4月1日現在） 

　村職員等の給与は、職務の内容や責任の度合いに応じて支給される給与と、扶養手当や通勤手当など一定の条件に当ては
まる場合に支給される諸手当があります。これらは、国や他の地方公共団体、民間企業の給与などを考慮し、鶴居村議会の
議決を経て条例で定められています。尚、ここに公表する給与は税金や保険料などを差し引く前の額であり、手取りの額で
はありません。

⑴ 職員給与費　（普通会計）          

区　分 職員数（A）
給　　　与　　　費 1人当たりの給与費

（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
平成21年度 54名 2億1,634万円 3,299万円 8,025万円 3億2,958万円 610.3万円
平成20年度 53名 2億0,231万円 3,392万円 8,576万円 3億2,199万円 607.5万円

⑵ 歳出に占める人件費の割合
区　分 歳出額（A） 人件費（B） 人件比率（B/A）

平成21年度 40億1,206万円 5億4,822万円 13.7%
平成20年度 39億2,009万円 5億2,555万円 13.4%

⑷ 職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢　（一般行政職）       
区　分 平均給料額 平均給与額 平均年齢

平成22年度 331,400円 374,660円 43.1歳
平成21年度 338,500円 385,047円 43.7歳

⑹ 特別職の報酬等月額の状況　（平成22年4月1日現在）
区　　分 給料・報酬 期末手当

給　料

村　長

副村長

教育長

734,000円
（798,000円）
623,000円

（663,000円）
574,000円

（598,000円）

6月期

12月期

計

加算割合

1.90月分
（2.10月分）
2.15月分

（2.30月分）
4.05月分

（4.40月分）
15%

報　酬

議　長

副議長

議　員

307,000円

246,000円

193,000円

6月期

12月期

計

1.90月分
（2.10月分）
2.15月分

（2.30月分）
4.05月分

（4.40月分）
※括弧書きは、平成21年度の額・月分。          

⑺ 級別職員数　（一般行政職）
区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

合　計
標 準 的 な 職 務 内 容 主事補 主　事 係長・主査 係長・主査 課長補佐 課　長
平成22年職員数（構成比）2名（4.3%）10名（21.3%）7名（14.9%）15名（31.9%）4名（ 8.5%）9名（19.1%）47名（100%）
平成21年職員数（構成比）2名（4.0%） 9名（18.4%）9名（18.4%）13名（26.5%）7名（14.3%）9名（18.4%）49名（100%）

⑻ 退職手当　（平成22年4月1日現在）          

支給率
鶴　居　村 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

同左

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2～20％加算） 同左

※詳細及び全国市町村の状況につ
きましては、鶴居村ホームページを
参照下さい。この記事へのお問い合
わせは、総務課総務係（☎64-2111）
までお願いいたします。

⑶ 初任給　（平成22年4月1日現在）
採　用 鶴居村 国
大　学　卒 172,200円

同　左短　大　卒 152,800円
高　校　卒 140,100円

※平成21年度、同額。

⑸ 期末・勤勉手当　（平成22年4月1日現在）

支給月
鶴居村

国
期末手当 勤勉手当

6月期
12月期
計

1.25月分
1.50月分
2.75月分

0.70月分
0.70月分
1.40月分

同左

加算措置
の 状 況

係　　長 5％
課長補佐 10％
課　　長 15％

役職加算
5～20％

管理職加算
10～25％

※平成21年度、同様。
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釧
路
湿
原
の
動
物
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に

　

村
へ
記
念
切
手
が
贈
呈
さ
れ
る　
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こ
の
ほ
ど
、「
生
命
を
育
む
大
湿
原　

釧

路
湿
原
の
動
物
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
記

念
切
手
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
鶴
居
郵
便

局
の
佐
瀨
正
人
局
長
が
役
場
を
訪
れ
、
村
に

記
念
切
手
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

釧
路
湿
原
は
、
貴
重
な
動
植
物
を
育
み
、

毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

村
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
地
域
資
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
切
手
の
発
行
に
よ
り
、
日
本
有

数
の
湿
原
で
あ
る
釧
路
湿
原
が
全
国
に
広
く

認
知
さ
れ
、
湿
原
の
環
境
保
全
や
観
光
客
の

来
村
に
結
び
付
く
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

の
活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
た
く
さ
ん
捕
獲
し
ま
し
た

　

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
８
月
講
座

ス
ポ
ー
ツ
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た

　

ス
ポ
ー
ツ
講
座「
初
級
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」

　

教
育
委
員
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
講
座
の
第

一
弾
、「
初
級
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」
が
開

催
さ
れ
、
30
名
の
村
民
が
参
加
し
、
実
技
指

導
を
交
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
本
を
学
び

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
村
民
の
健
康
増
進
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
愛
好
者
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
講
さ
れ
、
講
師
に
は
鶴
居
中
学
校
の

森
浩
一
教
諭
が
当
た
り
、
参
加
者
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
基
礎
や
実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
や

シ
ャ
ト
ル
の
打
ち
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

日野浦村長に記念切手を贈呈する
鶴居郵便局の佐瀨局長（左）

　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
８
月
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
釧
路
湿
原
に
延
び
る
堤
防
道
路
の
北
側
を

流
れ
る
温
根
内
川
で
の
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲
体

験
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
ル
メ
を
餌
に
参

加
者
た
ち
は
次
々
と
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を

釣
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
近
年
に
な
っ
て

在
来
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
に
対
す

る
捕
食
な
ど
、
生
態
系
に
及
ぼ
す
危
険
性

か
ら
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

次
々
に
釣
れ
る
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
に
参

加
し
た
団
員
た
ち
も
満
足
げ
で
し
た
。

満足げです

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
決
意
を
新
た
に

　

鶴
居
消
防
団
副
団
長
に
松
井
廣
道
氏
が
任
命
さ
れ
る

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
消
防
団
副
団
長
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
た
山
口
紘
美
氏
が
、
42
年
の
消
防
団

勤
続
を
経
て
、
６
月
30
日
付
を
も
っ
て
そ
の
職

を
勇
退
し
ま
し
た
が
、
後
任
と
し
て
上
幌
呂
の

松
井
廣
道
氏
が
８
月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

松
井
新
副
団
長
は
、
１
９
７
２
年（
昭
和
47

年
）１
月
に
入
団
、
38
年
の
長
い
団
員
と
し
て

の
経
験
が
あ
り
、
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）４

月
か
ら
は
第
３
分
団
分
団
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
経
験
を
も
と
に
、
鶴
居

消
防
団
を
更
に
充
実
、
発
展
さ
せ
る
貢
献
を
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

釣り上げられた
ウチダザリガニ

櫻橋敏夫鶴居消防団団長から辞令を
受ける松井廣道氏（左）
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指導を受ける参加者たち
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多
く
の
村
民
に
鶴
居
村
の
夏
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
、
ま
た
鶴
居
市
街
の
飲
食
店
な
ど
の
活
性

化
を
目
指
し
た
鶴
居
村
観
光
協
会
主
催
の
『「
む

ら
バ
ル
」
ラ
リ
ー
夏
の
陣
ｉ
ｎ
つ
る
い
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
「
バ
ル
街
」

に
見
立
て
た
、
立
ち
飲
み
ベ
ー
ス
を
鶴
居
市
街

の
各
飲
食
店
が
設
置
し
、
そ
こ
で
飲
食
を
し
な

が
ら
巡
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
当
日
は
多
く
の

方
々
が
、
４
つ
の
飲
食
店
な
ど（
食
堂
せ
つ
り
、

居
酒
屋
鶴
、
ユ
ア
シ
ョ
ッ
プ
ま
つ
い
、
ホ
テ
ル

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
本
部
付
近
に
は
、
鶴
居
若
者
の
会
が

子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
「
型
抜
き
」
な
ど
の
ブ

ー
ス
を
設
置
し
て
人
気
を
博
し
、
ま
た
、
商
工

会
青
年
部
に
よ
る
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ピ
ザ
ボ
ー
ル
」

の
販
売
や
各
ブ
ー
ス
を
巡
る
際
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
行
わ
れ
、
大
人
も
子
供
も
「
一
夜
の
夏

祭
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

商工会青年部の「タンチョウピザボール」も登場。
汗をかきながら作っています！

スタンプラリーの抽選会も楽しそう

８
／
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こ
の
ほ
ど
、
忠
魂
碑
前
に
お
い
て
今
年
度
の

「
鶴
居
村
戦
没
者
追
悼
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、

遺
族
の
方
々
や
関
係
者
な
ど
、
約
30
名
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

日
本
の
歴
史
上
、
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
65
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
忠
魂
碑
に
は
戦
没
さ
れ
た
83
名
の
方
々

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
野
浦
村
長
の
式
辞
に
続
き
、
松

井
村
議
会
議
長
や
北
海
道
知
事
、
北
海
道
連
合

遺
族
会
長
か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
ご
遺

族
、
関
係
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追
悼

と
と
も
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

国
の
た
め
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

　

鶴
居
村
戦
没
者
追
悼
式日野浦村長の式辞

ご遺族の方々と関係者による献花

８
／
13
一
夜
の
夏
祭
り
を
堪
能

　
「
む
ら
バ
ル
」ラ
リ
ー
夏
の
陣 

ｉ
ｎ 

つ
る
い
が
開
催

鶴居若者の会の「縁日コーナー」は大人気

船本新二郎遺族会会長の挨拶

５　平成22年９月号



把
瑠
都
関
も
登
場
！
鶴
居
の
夏
を
楽
し
み
ま
し
た

　
「
み
ー
ん
な
、あ
つ
ま
れ
！
ひ
ろ
ば
の
夏
ま
つ
り
」

　

夏
ら
し
い
暑
さ
と
な
っ
た
中
、
恒
例
の
鶴
居
運

動
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
み
ー
ん
な
、
あ
つ
ま
れ
！
ひ
ろ
ば
の

夏
ま
つ
り
」
と
銘
を
打
ち
、
広
場
内
の
「
わ
く
わ

く
館
」
を
中
心
に
、
射
的
コ
ー
ナ
ー
や
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど
、
縁
日
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
各
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
14
日
に
は
、
大
相
撲
の
大
関
把
瑠
都
関

が
来
場
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
運
営

す
る
射
的
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
と
射

的
対
戦
を
す
る
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

８
／
14・
15

　

昨
年
３
月
に
、
大
相
撲
八
角
部
屋（
親
方
は
元
横
綱
北
勝
海
）に
入
門
し
た
「
桜
井
」
こ
と
桜

井
良
知
君
が
、
入
門
以
来
初
め
て
鶴
居
村
へ
帰
郷
し
、
國
安
修
一
教
育
長
に
入
門
後
の
生
活
や

稽
古
に
つ
い
て
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
身
長
１
８
４
㎝
で
、
体
重
は
10
㎏
増
え
96
㎏
ま
で
に
な
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
体
重
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
毎
朝
、
６
時
に
は
起
き
て
朝
稽
古
を
し
、
大
き
な
体
づ
く
り
に

汗
を
流
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
序

ノ
口
か
ら
序
二
段
に
上
が
り
、
柔
ら
か
い
体
と

押
し
に
よ
る
力
相
撲
で
、
今
は
勝
ち
越
し
す
る

こ
と
が
当
面
の
目
標
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
鶴
居
中
学
校
時
代
の
同
級
生
が
焼

き
肉
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
そ
う
で
、
東
京
で
の

日
頃
の
生
活
の
様
子
を
話
す
こ
と
が
で
き
、
満

足
し
た
そ
う
で
す
。

　

國
安
教
育
長
か
ら
は
、
怪
我
に
気
を
付
け
て

「
初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
！
」
と
励
ま
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

的を狙い真剣な表情の把瑠都関 大勢の来場者に囲まれて把瑠都関が登場

近況を述べる力士「桜井」

的を狙って大当たり！

８
／
16
鶴
居
村
か
ら
巣
立
ち
、夢
に
向
け
て
厳
し
い
世
界
で
修
行
中

　

大
相
撲
力
士「
桜
井
」が
帰
郷
報
告

真夏の暑さの中、冷たくておいしい牛乳は
大変人気でした（ＪＡくしろ丹頂女性部）

「ヨーヨーすくい」が登場。子供たちの楽しそう
な雰囲気が伝わってきました
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服
部
政
人
さ
ん
が
北
海
道
の
観
光
大
使
に

挨拶をする音成代表

　
「
こ
こ
な
ら
で
は
の
、
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

　
　
　

株
式
会
社
鶴
居
村
振
興
公
社
企
画
課
長　

服　

部　

政　

人　

　

こ
の
度
、
北
海
道
よ
り
「
北
海
道
観
光
大
使
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
株
式
会
社
鶴
居

村
振
興
公
社
の
服
部
で
す
。
村
民
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
る
「
協

働
の
地
域
づ
く
り
」
を
基
に
し
た
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
様
な
新
た
な
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

〝
観
光
大
使
“
と
い
う
響
き
は
、
何
か
特
別
な
任
務
の
様
な
す
こ
し
固
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
道

内
各
地
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
者
か
ら
、
そ
の
土
地
の
魅
力
と
旬
な
情
報
を
道
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
掲

載
す
る
た
め
、
景
観
や
産
業
、
文
化
か
ら
生
活
ま
で
様
々
な
観
光
振
興
情
報
を
寄
稿
す
る
こ
と
が
主
な
役
割
で

あ
り
ま
す
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
、
湿
原
、
酪
農
と
豊
か
な
観
光
資
源
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
片
田
舎
の
様
な
景
観
や
村
民
と

の
交
流
も
、
当
村
の
観
光
振
興
に
は
と
て
も
重
要
な
魅
力
の
ひ
と
つ
と
考
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
企
画
す
る
に

あ
た
り
常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
来
る
人
も
招
く
人
も
有
意
義
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
規
模
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
・
協
働
、
住
民
参
画
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
や
さ
し
い
人
が
居
る
村
、
つ
る

い
」
を
伝
え
た
い
で
す
。（「
旅
ロ
グ
北
海
道
」http://tabilog-hokkaido.jp/

）

８
／
22
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
が
確
認
で
き
ま
し
た

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の「
経
済
効
果
調
査
報
告
会
」

　

昨
年
12
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
、
鶴
見
台
や
鶴
居

伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
な
ど
に
お
い
て
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
音
成
邦
仁
代
表
）が
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
経
済
効
果
確
認
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
調
査

結
果
が
ま
と
ま
り
、
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
内
容
は
、
冬
期
間
、
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
村
内
に
飛
来
し
、
そ
れ
を
目
当
て
に
し
た
観
光
客

が
ど
の
よ
う
に
鶴
居
村
で
消
費
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
な
ど
で
あ
り
、
村
内
に
滞
在
す
る
客
層
と
通
過
す

る
だ
け
の
客
層
と
で
は
、
消
費
傾
向
が
全
く
異
な
り
、

村
内
の
商
工
業
や
観
光
の
活
性
化
に
向
け
た
ヒ
ン
ト

に
な
る
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
当
調
査
実
施
当
初
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
釧
路
公
立
大
学
の
小
磯
修
二
学
長
か
ら
基
調

講
演
を
受
け
、
観
光
消
費
の
経
済
効
果
を
探
る
意
義

に
つ
い
て
考
え
、
続
い
て
音
成
代
表
か
ら
の
調
査
結

果
報
告
、
そ
し
て
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

参
加
者
に
と
っ
て
、
村
の
活
性
化
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

釧路公立大学の小磯修二学長による基調講演参加者による意見交換会

　

９
月
19
日（
日
）、
49
回
目
を
迎
え
た
鶴
居
村
駅
伝
競
走
が
開
催
さ
れ
ま
す
。（
開
会

式
９
時
、
ス
タ
ー
ト
10
時
）

　

今
回
か
ら
、
区
間
が
７
区
間
か
ら
５
区
間
に
短
縮
変
更
さ
れ
、
ま
た
、
開
会
式
と
ス

タ
ー
ト
が
幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
と
な
り
ま
す
。（
ゴ
ー
ル
と
閉
会
式
は
鶴

居
村
営
野
球
場
で
す
）

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
選
手
た
ち
の
激
走
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

前回（一昨年）大会の
スタートの様子

　　幌呂農村環境改善センター前
１区　↓４.３２㎞
　　中幌呂下小栗忠志さん宅前
２区　↓２.８０㎞
　　下幌呂分岐　　下幌呂分岐
３区　↓３.９９㎞
　　音羽橋手前
４区　↓２.７５㎞
　　中雪裡山本農場前
５区　↓４.５０㎞
　　鶴居村営野球場
　　　（コース合計18.36㎞）

49回目の鶴居村駅伝競走が開催されます49回目の鶴居村駅伝競走が開催されます
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釧
路
・
根
室
地
区
公
民
館
共
同
事

業
『
絵
手
紙
』
移
動
展
に
つ
い
て

　

釧
路
・
根
室
管
内
13
の
市
町
村
公
民
館
の

集
ま
り
で
あ
る
北
海
道
公
民
館
協
会
釧
根
支

部
は
、
文
化
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
各

市
町
村
を
巡
回
す
る
作
品
展
を
共
同
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
公
民
館
で
行
わ
れ
た
講
座
や

サ
ー
ク
ル
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
作
品

（
絵
手
紙
）
４
８
８
点
を
15
地
区
の
公
民
館

等
を
会
場
に
移
動
展
と
し
て
展
示
し
ま
す
。

　

鶴
居
村
か
ら
も
「
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル　

彩

花
」「
心
ほ
ぐ
れ
る
会
」「
か
た
つ
む
り
」
の

３
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
絵
手
紙
」
の
素
晴
ら
し

さ
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
期
日
】　

９
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で

【
会
場
】　

ふ
る
さ
と
情
報
館　

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
64
―
２
０
５
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型（
ヒ
ブ
）

ワ
ク
チ
ン（
任
意
接
種
※
）の
一
部

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ

ブ
）
に
よ
る
乳
幼
児
の
髄
膜
炎
等
を
予
防
す

る
た
め
に
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１　

助
成
対
象
者

　
　
　

生
後
２
ヶ
月
〜
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

２　

接
種
回
数　

　

・
接
種
開
始
月
齢
２
ヶ
月
以
上
７
ヶ
月
未

満

　
　
　

初
回
免
疫
３
回
＋
追
加
免
疫
（
１
年

　

後
）
１
回
…
計
４
回　

　

・
接
種
開
始
月
齢
７
ヶ
月
以
上
12
ヶ
月
未

満

　
　
　

初
回
免
疫
２
回
＋
追
加
免
疫
（
１
年

　

後
）
１
回
…
計
３
回

　

・
接
種
開
始
年
齢
１
歳
以
上
５
歳
未
満

　
　
　

１
回
免
疫

３　

助
成
額　

１
回　

３
，０
０
０
円

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
こ
ど
も
保
健
推
進
係

　

☎
64
―
２
１
１
３

　

※
任
意
の
予
防
接
種
で
す
。
接
種
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
小
児
科
医
師
等
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
料

金
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
村
立
鶴
居
診
療
所
に
お
い
て
も
接

種
が
可
能
で
す
の
で
、
予
約
及
び
詳
細
に
つ

い
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
村
立
鶴
居
診

療
所　

☎
64
―
２
１
２
２
）

国
勢
調
査
へ
ご
協
力
を

　

10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
我
が
国
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
す
る
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
選
挙
区
の
画
定
や
議
員

定
数
の
基
準
、
福
祉
政
策
や
防
災
対
策
な
ど
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
で
の
利
用

を
始
め
、
個
人
の
生
活
設
計
や
企
業
の
事
業

計
画
な
ど
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
少
子

高
齢
化
、
就
業
・
雇
用
な
ど
の
実
態
を
地
域

ご
と
に
明
ら
か
に
し
、
我
が
国
が
直
面
し
て

い
る
重
要
課
題
に
対
す
る
施
策
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
統
計
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

 

10
月
１
日
は
国
勢
調
査

　

調
査
票
配
布
の
際
に
は
ご
記
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

振
興
課
企
画
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

長
寿
功
労
金
及
び
敬
老
年
金
の
支

給
に
つ
い
て

　

昨
年
度
か
ら
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
村
民

の
皆
様
に
対
し
て
、
そ
の
長
寿
を
祝
す
る
と

と
も
に
、
多
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
併
せ
て

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
長
寿
功
労
金
（
５
，０

０
０
円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

要
件
は
、
本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
且
つ
６
ヶ
月
以
上
居
住
し
、
当
該
年

度
の
９
月
１
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
方
に

支
給
致
し
ま
す
。

　

支
給
方
法
は
、
70
歳
以
上
に
支
給
さ
れ
る

敬
老
年
金
（
１
５
，０
０
０
円
）
と
同
じ
方

法
で
す
が
、
敬
老
会
（
９
月
22
日
）
に
出
席

さ
れ
る
75
歳
以
上
の
方
は
、
当
日
会
場
で
支

給
（
２
０
，０
０
０
円
）
し
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
持
参
し
受
領
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
長
寿

功
労
金
と
敬
老
年
金
の
両
方
合
わ
せ
て
２
０
，

０
０
０
円
）
と
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

（
長
寿
功
労
金
の
み
５
，０
０
０
円
）
は
、
９

月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
に
、
役
場
住
民
課
窓

口
に
印
鑑
と
健
康
保
険
証
な
ど
を
持
参
の
上
、

受
領
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
に
役
場
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
福
祉
係

　

☎
64
―
２
１
１
３

平成22年９月号　８



９月の行事予定
１日（水）
　　幌呂老人クラブ健康相談
　　　 ９:３０～幌呂老人寿の家
　　上幌呂老人クラブ健康相談
　　　１０:００～上幌呂コミセン
３日（金）
　　特設人権相談所
　　　１３:００～役場２階会議室
４日（土）
　　鶴居保育園運動会
　　　 ９:００～鶴居保育園グランド
５日（日）
　　鶴居消防秋季消防演習
　　　１０:００～鶴居村民広場
７日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　１０:００～ふるさと情報館
８日（水）
　　釧路・根室地区公民館共同事業「絵手紙」
　　移動展（12日まで）
　　　１０:００～ふるさと情報館
９日（木）
　　１歳６ヵ月、３歳児健診
　　　１３:００～総合センター
１１日（土）
　　藻琴山自然探勝会（ふるさと情報館に集合）
　　　 ８:３０～藻琴山
１２日（日）
　　つるい市場
　　　１０:００～総合センター
１３日（月）
　　鶴居村寿大学・大学院９月講座
　　　 ８:３０～ファミリースポーツセンター他
１５日（水）
　　茂雪裡老人クラブ健康相談
　　　 ９:３０～茂雪裡コミセン
　　高齢者かんたん料理教室
　　　１０:００～鶴居老人寿の家
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種
　　　１５:００～鶴居診療所
１７日（金）
　　第３回鶴居村議会定例会
　　　１０:００～議会議場
１８日（土）
　　ひろばの秋フェスタ
　　　１１:００～鶴居運動広場
１９日（日）
　　第49回鶴居村駅伝競走
　　　 ９:００～（開会式）幌呂農村環境改善センター
２２日（水）
　　鶴居村敬老会
　　　１１:００～総合センター
２３日（木）
　　鶴居村ふるさとまつり
　　　１０:００～茂雪裡川河畔特設会場
２６日（日）
　　秋の村民ゴルフ大会（集合）
　　　１１:４０～釧路カントリークラブ
２９日（水）
　　家族介護継続支援事業「もぐらの会」
　　　１０:００～総合センター
※鶴居運動広場では毎週土日（18、19除く）に
11：00からわくわくむらびとバザールを開催中。

　

今
月
号
で
は
、
引
き
続
き
役
場
の
各
課
・

室
と
同
様
に
、
村
政
の
運
営
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
組
織
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
教
育
委
員
会
事
務
局
に
あ
る
２
つ

の
課
の
内
、
管
理
課
を
紹
介
し
ま
す
。

　

管
理
課
に
は
、
総
務
係
と
学
校
教
育
係
の

２
係
が
あ
り
、
次
の
事
務
を
所
掌
し
て
い
ま

す
。

【
総
務
係
の
担
当
事
務
】

　

教
育
委
員
会
の
会
議
、
教
職
員
の
任
免
、

そ
の
他
人
事
給
与
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
教

育
財
産
の
取
得
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ

と
、
学
級
編
成
及
び
教
職
員
の
定
数
配
置
に

関
す
る
こ
と　
な
ど

【
学
校
教
育
係
の
担
当
事
務
】

　

学
校
施
設
の
管
理
及
び
整
備
に
関
す
る
こ

と
、
義
務
教
育
費
教
材
及
び
国
庫
支
出
金
に

関
す
る
こ
と
、
教
育
研
究
所
に
関
す
る
こ
と
、

教
科
書
そ
の
他
教
材
に
関
す
る
こ
と
、
学
校

給
食
、
学
校
図
書
に
関
す
る
こ
と　
な
ど

【
管
理
課
の
職
員
】

管
理
課
長　

　

中　

尾　

義　

行

総
務
係
長

　

新　

木　

康　

司

学
校
教
育
係
長　

　

新
木
総
務
係
長
兼
務

英
語
指
導
助
手

　

千　

葉　
　
　

健

管　理　課

秋
の
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
を
次
の
日
程

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
プ
レ
ー
料

金
、
飲
食
代
金
等
は
個
人
負
担
）

【
参
加
資
格
】

　

村
内
に
住
所
及
び
職
場
を
有
す
る
方

【
日　

時
】　

９
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
40
分
集
合

【
場　

所
】　

釧
路
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
競
技
方
法
】　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

【
参
加
料
】　

２
，
０
０
０
円

【
お
申
込
み
期
限
】　

９
月
21
日（
火
）ま
で

【
お
申
込
み
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
64
―
２
１
１
１

生
涯
学
習
講
座
「
藻
琴
山
自
然
探

勝
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は
、
次
の
日

程
等
に
よ
り
生
涯
学
習
講
座
「
藻
琴
山
自
然

探
勝
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
を
お
誘
い
の
上
、

す
が
す
が
し
い
秋
空
の
も
と
で
楽
し
い
登
山

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
期　

日
】　

９
月
11
日（
土
）荒
天
中
止

【
場　

所
】　

藻
琴
山（
標
高
１
０
０
０
ｍ
）

【
集　

合
】　

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
「
ふ
る

さ
と
情
報
館
」
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】　

無
料

【
お
申
込
み
期
限
】　

９
月
７
日（
火
）

【
お
申
込
み
先
】

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
64
―
２
０
５
０

村
立
学
校
敷
地
内
に
お
け
る
全
面

禁
煙
に
つ
い
て

　

村
内
各
小
中
学
校
で
は
、
10
月
１
日
か
ら

校
舎
内
及
び
敷
地
内
に
お
け
る
全
面
禁
煙
を

実
施
し
ま
す
。

　

各
種
会
議
、
運
動
会
や
学
芸
会
で
来
校
さ

れ
る
皆
さ
ま
に
は
、
児
童
生
徒
及
び
非
喫
煙

者
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
管
理
課

　

☎
64
―
２
０
５
０

９　平成22年９月号

教
育
委
員
会
事
務
局
の
紹
介



全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す
る

虐
待
な
ど
の
人
権
侵
害
行
為
に
つ

い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
周
囲

の
目
に
付
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、

被
害
者
で
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
自
身
も
、
そ
の
被
害
を
外
部
に

訴
え
る
だ
け
の
力
が
出
せ
ず
、
重

大
な
結
果
に
至
っ
て
か
ら
発
覚
す

る
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

法
務
省
で
は
、
９
月
６
日
か
ら

９
月
12
日
ま
で
を
全
国
一
斉
「
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
次

の
と
お
り
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

⑴
期
間

　

９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で

⑵
時
間

　

９
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
は　

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

　

９
月
11
日
と
12
日
は

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

【
ご
相
談
先
・
電
話
番
号
】

　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
電
話
相
談
）

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者
で
保

険
料
を
納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の

方
が
加
入
で
き
る
国
民
年
金
の
上

乗
せ
年
金
と
し
て
創
設
さ
れ
た
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
出
来
る

方
は
、
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満

た
し
て
い
る
方
で
す
。

⑴
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

⑵
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
方（
農
業
者
年
金
加
入
者
を
除

く
）

⑶
道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

　

国
民
年
金
基
金
に
は
、
こ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

⑴
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
と
な
り
、
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま

す⑵
加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受
取

る
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

自
分
に
合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で

き
ま
す

⑶
保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保
証

期
間
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、

遺
族
の
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
が
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
事
業
実
施
か
ら
20
周

年
を
記
念
し
、「
洋
上
慰
霊
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

９
月
以
降
の
実
施
地
域
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

９
月
（
中
国
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
）、
10
月
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
）、
11
月
（
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
イ
ン
ド
）、
２
月
（
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）、

３
月
（
洋
上
慰
霊
：
沖
縄
、
台
湾
、

バ
ジ
ー
海
峡
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
、

レ
イ
テ
沖
、
小
笠
原
の
各
海
域
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　

☎
03
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

高
額
介
護
合
算
療
養
費
に

つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

る
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
と

は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。

　

同
じ
世
帯
の
加
入
者
が
、「
病

院
に
か
か
っ
た
と
き
」
と
「
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
」
の

１
年
分（
８
月
１
日
か
ら
翌
年
の

７
月
31
日
ま
で
）の
自
己
負
担
額

の
合
計
が
、
次
の
基
準
額
を
超
え

た
場
合
は
、「
超
え
た
額
」
が
高

額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
に
は
役
場
窓
口
へ

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
自
己
負
担
額
の
合
計
の
基
準
額
】

⑴
負
担
割
合
が
３
割
で
現
役
並
み

所
得
者
の
場
合
…
67
万
円

⑵
負
担
割
合
が
１
割
で
一
般
の
場

合
…
56
万
円

⑶
負
担
割
合
が
１
割
で
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
…
区
分
Ⅱ
は
31

万
円 

区
分
Ⅰ
は
19
万
円

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担

当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
１
―
２
９
０
―
５
６
０
１

　

鶴
居
村
役
場
住
民
課

　

☎
64
―
２
１
１
３

第
54
回
精
神
保
健
北
海
道

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

精
神
障
が
い
者
は
も
と
よ
り
、

ス
ト
レ
ス
に
悩
む
人
々
も
含
め
て

す
べ
て
の
人
々
が
、
地
域
で
心
豊

か
に
安
心
し
た
暮
ら
し
が
実
現
で

き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
趣

旨
に
、
第
54
回
精
神
保
健
北
海
道

大
会
が
釧
路
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

記
念
講
演
は
、〝
脳
ト
レ
〞で
有

名
な
、
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教

授
が
「
脳
を
き
た
え
て
夢
を
か
な

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

⑴
日
時

　
　

10
月
９
日（
土
）

　
　

午
後
０
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
３
時
40
分
ま
で

⑵
会
場

　
　

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

大
ホ
ー
ル
（
釧
路
市
幣
舞
町

　
　

４
番
28
号
）

⑶
内
容

　
　

大
会
式
典
（
精
神
保
健
功
労

　
　

者
の
表
彰
式
）

　
　

記
念
講
演
（
東
北
大
学
川
島

　
　

隆
太
教
授
）

　

な
お
、
入
場
料
は
無
料
で
、
お

申
込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
保
健
所

　

☎
22
―
１
２
３
３
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休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

「
法
の
日
」
週
間
行
事
に

つ
い
て

　

釧
路
地
方
裁
判
所
、
釧
路
家
庭

裁
判
所
、
釧
路
地
方
検
察
庁
、
釧

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
交
通
安

全
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

当
運
動
は
、
広
く
国
民
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

と
と
も
に
、
国
民
自
身
に
よ
る
道

路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

特
に
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の
交
通
事

故
情
勢
を
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

運
動
の
基
本
と
す
る
ほ
か
、
次
の

重
点
を
定
め
て
い
ま
す
。

⑴
全
国
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑵
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

は
９
月
30
日
と
す
る

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
調
停
相
談
を
行
い
ま
す

　

釧
路
調
停
協
会
で
は
、
平
成
22

年
度
の
無
料
調
停
相
談（
第
１
回
）

を
次
の
日
程
等
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。

⑴
日
時

　

９
月
９
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

⑵
場
所　

　

釧
路
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

⑶
相
談
担
当

　

民
事
調
停
委
員
及
び
家
事
調

停
委
員（
当
協
会
所
属
）

⑷
相
談
内
容

　

交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
、
土

地
建
物
の
紛
争
、
遺
産
相
続
、

家
庭
内
の
問
題
等
、 

民
事
及
び

家
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
代
表
的
な
方
法
の
一
つ

で
あ
る
裁
判
所
に
お
け
る
調
停

手
続
の
利
用
に
関
す
る
相
談

　

な
お
、
相
談
料
は
無
料
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
方

は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
調
停
協
会
事
務
局

　
（
釧
路
簡
易
裁
判
所
内
）

　

☎
41
―
４
１
７
１

　
　
（
内
線
番
号
１
１
１
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林

退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

　

か
つ
て
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

摩
周
湖
ブ
ル
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
に
つ
い
て

　

北
海
道
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
「
札
幌
交
響
楽
団
」
と
ピ
ア

ニ
ス
ト
「
花
房
晴
美
氏
」
が
、
釧

路
圏
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
開

館
25
周
年
を
記
念
し
、
次
の
日
程

で
「
摩
周
湖
ブ
ル
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

⑴
日
時　

10
月
22
日（
金
）

　

開
場
午
後
６
時　

開
演
午
後
７
時

⑵
入
場
料（
前
売
券
）

　
　

一　
　

般　

２
，
５
０
０
円

　
　

高
校
生　

１
，
０
０
０
円

　
　

小
中
学
生　

無
料

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　

課
（　

田
生
涯
学
習
課
長　

　

☎
64
―
２
０
５
０
）

11　平成22年９月号

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る「
休

日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時　

９
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

⑵
場
所　

釧
路
公
証
人
役
場

　
　
　

釧
路
市
末
広
町
７
丁
目
２  

　
　
　

番
地　

金
森
ビ
ル
１
階

⑶
相
談
内
容　

遺
言
・
相
続
、
慰

謝
料
・
財
産
分
与
等

⑷
相
談
方
法　

面
談
・
電
話

　

※
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

⑸
申
込
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
日

の
前
日（
９
月
17
日（
金
））ま
で

に
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。（
☎
25
―
１
３
６
５
）

警
察
相
談
の
日
に
つ
い
て

　

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日
で

す
。

　

お
困
り
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

警
察
相
談
の
標
語

　
「
悩
む
よ
り　

か
け
て
安
心

　
　
　
　
　
　
　

♯
９
１
１
０
」

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
警
察
署
警
務
課
相
談
係

　

☎
23
―
０
１
１
０

路
地
方
法
務
局
、
釧
路
弁
護
士
会

及
び
法
テ
ラ
ス
釧
路
で
は
、「
法

の
日
」
週
間
に
当
た
り
、
次
の
日

程
等
に
よ
り
無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。

⑴
日
時　

10
月
５
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

⑵
場
所　

釧
路
市
民
文
化
会
館

　
　
　

展
示
ホ
ー
ル

⑶
内
容　

釧
路
弁
護
士
会
所
属
弁

護
士
に
よ
る
民
事
一
般
、
交
通
事

故
、
家
事
関
係
等
の
法
律
相
談
を

行
い
ま
す
。

⑷
受
付　

予
約
制
（
定
員
70
人
）

で
す
が
、
受
付
状
況
に
よ
り
当
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
会
場
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
予
約
者
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑸
予
約
期
間　

９
月
１
日
か
ら
10

月
４
日
ま
で
（
但
し
、
土
日
祝
日

を
除
く
）

⑹
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

【
予
約
先
】

　

釧
路
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

　

課
庶
務
係

　

☎
41
―
４
１
７
１

　

林
退
共
で
は
、
１
９
８
０
年

（
昭
和
55
年
）
以
降
、
林
業
事
業

所
で
働
い
て
い
た
方
で
、
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
事
業
所
で
働
い
て

い
た
が
、
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
方
も
お
調
べ
し

ま
す
の
で
、
お
心
当
た
り
の
方
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

   

☎
03
―
５
４
０
０
―
４
３
３
４
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「健康つるい２１」中間評価～１－１．栄養・食生活について
　先月号から、シリーズで「健康つるい２１」の中間評価をお伝えしています。今月号は栄養・食生活の領域につ
いてです。

１　栄養・食生活
目標：旬の食材を利用し、バランスの良い食卓を彩りましょう

▼朝食をきちんと食べましょう　　　　　▼旬の野菜を食べましょう　　　　　　
▼塩分摂取を控えましょう　　　　　　　▼食事バランスガイドを活用しましょう

⑴　調査結果の一部をご紹介します
○肥満者の割合を性別・年代別に比較しました。

肥満の割合は、男性で34.9％、女性で15.2％となっていました。男性30歳代～60歳代まで「肥満」の割合が３割を超え、
特に40歳代で43.3％と最も多くなっています。計画策定時と比較すると男性が5.8%増となり状況は悪化しています。

次号は、朝食の欠食率と栄養・食生活の領域に関する取り組みの方向性についてお知らせします。

健康つるい21中間評価のシリーズに合わせて、今月号から鶴居村の“すこやか”
さんをご紹介します。村に住んでいる身近な方たちの取り組みから、健康づくり
のヒントを教えてもらいましょう。

Ｑ：20才頃からみて体重はどの位変動しましたか？
Ａ：20Kg以上体重が増えました。学生時代は不規則な食生活から痩せていましたが結婚し、
その後仕事も忙しくなり運動不足や飲酒の機会が増え体重が増加していきました。
Ｑ：どうして体重を減らそうと思ったのですか？
Ａ：毎年受けている健診の結果で体重が増加してきていたり血液データーが悪化してきたこ
とが気になっていました。村で実施している特定保健指導に誘われたのもきっかけになりま
した。
Ｑ：体重を減らすためにどんなことに取組みましたか？
Ａ：食事や晩酌のおつまみの内容を変え、カロリーに気をつけるようにしました。
Ｑ：どのような効果がありましたか？
Ａ：自分でもみてもおなかがへこんだのがわかります。今まで履いていたズボンもゆるくな
りました。
Ｑ：最後に．．．
Ａ：夫婦２人で一緒に取り組んだのが長続きしている秘訣です。リバウンドもありますが、
もう少し体重を落としたいと思っているので引き続きがんばります。

濵濵野活年野活年さんさん

インタビューインタビュー
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鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：15　10：00～18：15
●休 館 日●休 館 日
　９月の休館日は、９月28日（火）です。　９月の休館日は、９月28日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○9月の休館日は、9月28日（火曜日）です。

裁かれるのは我なり
袴田事件主任裁判官三十九
年目の真実　

　　　　　山平　重樹　著

　あれから39年、いまだ
袴田君は牢獄の中。わが使
命は“真実の告白”…。静岡
で起きた一家４人惨殺事
件。死刑判決後、主任裁判
官から「無罪」との衝撃的
コメントが。裁判制度のあ
り方を世に問う問題作。

とりになったきょう
りゅうのはなし
　　　　大島　英太郎　作

　絶滅したと思われている
恐竜は、実は姿を変えてあ
なたのそばで生きていた。
それは、鳥。近年、発掘が
相次ぐ羽毛恐竜の化石から、
恐竜と鳥の謎を、迫力ある
絵と文で描いた絵本。

オーブンもはかりも
いらないかんたんレ
ンジおやつ
　　　　　村上　祥子　著

　電子レンジを使ってかん
たんですばやくできるおや
つの作り方を紹介。プリン
やケーキだけじゃなくキッ
シュやクッキー、マシュマ
ロ、生キャラメルなども作
れます。材料、道具、手順
が写真付きでわかりやすい
料理本。

不幸になる生き方
　　　　　勝間　和代　著

　どうやって不幸を避けて、
幸福を呼ぶような行動習慣
を身に付けていくのか。不
幸な日々から脱出したとい
う勝間和代が、「自分の軸」
を持って人生を生きるため
の技術のすべてを公開。渾
身の書き下ろし「幸福論。」

天地明察
　　　　　　冲方　丁　著

　江戸、四代目将軍家綱の
御代。ある「プロジェクト」
が立ち上がった。即ち、日
本独自の暦を作り上げるこ
と。渋川春海の20年にわ
たる奮闘、挫折、喜び、そ
して恋…。日本文化を変え
た大いなる計画を描く傑作
時代小説。本屋大賞受賞、
直木賞候補にもなった話題
の作品。

マルカの長い旅
ミリヤム・プレスラー　作
　　　　　松永　美穂　訳

　７歳の秋、ユダヤ人の少
女マルカが熱を出して寝て
いる間に、お母さんはいな
くなった…。見知らぬ場所
に取り残され、ひとり生き
抜く７歳の少女と、娘を取
り戻そうと闘う母の、心に
ずしりと響く物語。
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凍
原
社
八
月
句

　

９月の

山
の
子
に
二
学
期
早
き
日
焼
け
顔

探
し
あ
て
と
き
め
き
の
刻
に
う
の
花

夏
空
に
く
っ
き
り
白
き
観
音
像

夏
の
音
求
め
入
る
山
滝
二
本

逃
げ
ま
ど
う
蝿
一
匹
に
家
族
の
目

バ
ス
停
に
老
三
人
や
蝉
の
声

携
帯
の
鉄
塔
高
し
花
さ
び
た

親
の
死
も
知
ら
ぬ
世
相
の
盆
の
入

助
け
合
い
辿
り
し
そ
こ
に
え
ぞ
に
う
花

え
ぞ
に
う
や
我
が
胆
小
さ
き
事
を
恥
ず

山
波
を
土
台
に
雷
雲
立
ち
昇
り

ミ
ヤ
ノ

水　

脈

由
美
子

ち
え
こ

千　

恵
忠

貴　

子

孝　

子

紀
代
子

春
夢
子

和　

子

●「針の穴写真講座」
【日時】9月4日（土）10:00～15:00
【場所】塘路湖エコミュージアムセンター
【定員及び参加料】8名　500 円
【お申込み先】塘路湖エコミュージア
ムセンター（☎ 015-487-3003）

●「初秋の湿原花ハイク」
【日時】9月5日（日） 10:00～12:00
【場所】温根内ビジターセンター
【定員及び参加料】15名　無料
【お申込み先】
温根内ビジターセンター（☎65-2323）

北海道横断自動車道工事現場
親子見学会の開催について

日　時　10月2日（土）午後1時から
場　所　庶路トンネル・タンネナイ川橋
集　合　釧路地方合同庁舎（集合後、バ
　　　　スでの移動となります）
対　象　原則として、釧路管内在住の小
　　　　学生とその保護者
　なお、参加料は無料ですので、9月1日
から15日までに、釧路市役所道路河川課
（☎31－4599）までお申込みください。
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起業化支援事業補助金起業化支援事業補助金
申請受付中です！申請受付中です！

　村では、村内で新たな事業を起こそう
とされる方や新たな事業分野への進出を
目指す方への補助制度を設けています。
　事業の内容等、随
時ご相談を受付けて
おりますので、お気
軽にご相談ください。
【ご連絡先】
役場産業課商工観光係 
☎64－2114

「
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り
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オーストリア製手作り斧
（鶴居村森林組合所蔵品）

鶴居村ふるさとまつりが開催されます！鶴居村ふるさとまつりが開催されます！
　９月23日（木曜日）、茂雪裡川河畔特設会場において、鶴居村ふ
るさとまつりが開催されます。
　秋の味覚コーナーや体験コーナーが満載です！
　イベント内容（予定）は次のとおりです。

10：00　　開会宣言
10：15～　鶴居中学校ブラスバンド演奏
10：30～　開会式
10：45～　鶴居小学校丹頂ソーラン
11：00～　牛乳無料試飲、千人鍋、タン
　　　　　　チョウウルトラクイス他
11：15～　やまべ釣りコーナー開設
11：30～　ステージゲーム
11：45～　ステージイベント
13：00～　鶴居村女性団体連絡協議会「鶴居音頭」
13：15～　牧草ロール転がし競争
14：15～　牧草ロール御輿練歩き
14：30～　大当たり抽選会・餅まき
　このほか、午前10時以降、会場内では各種出店や牛乳試飲コー
ナー、農産物の販売コーナーや各種の体験コーナーなど、多くのブー
スが設けられる予定です。
　秋の鶴居村を満喫できますのでぜひご来場ください。
お問合せ先　鶴居村ふるさとまつり実行委員会

（事務局 役場産業課商工観光係　☎64－2114）
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

タンチョウはどのくらいデントコーンを食べているの？
　９月に入り秋らしくなってきました。これから越冬のためにタンチョウが鶴居
村へと飛来しはじめます。まずはデントコーンを刈り取った後の畑に飛来し、給
餌場へやってくるのは11月からです。給餌場では、長年給餌に携わってきた関
係者の経験や観察からデントコーンをまく量を決めています。しかし科学的な根
拠がないので、適正な給餌量を知るために、タンチョウが給餌場でどのくらいデ
ントコーンを食べているのか調査を行いました。

どうやって調べるの？
　2009年度の11月から２月に、給餌場内に１ｍ×１ｍの区画を30ヶ所設置して、
その地面を朝の給餌直後と夕方タンチョウがねぐらへ帰ったあとに写真撮影しま
した。写真に写っているデントコーンの数を数え、朝と夕方の差からどのくらい
食べたかを調べました。また、日中30分おきにタンチョウの個体数やカラス、ハト、
シカなどデントコーンを食べに来るほかの動物の数を記録しました。

１羽あたり1000粒、時期によって食べる量が変わる
　調査した７日分の採餌量を平
均すると、タンチョウ１羽あた
り980.5粒食べていることが分
かりました。2008年度に行っ
た調査では1019粒だったので、
２年分の調査結果をあわせると、
約1000粒となります。
　これは、デントコーン約1.5
本分に相当します。ひと冬では、
サンクチュアリの給餌場でデン
トコーン約３万３千本（約7300
㎏）食べたことになります。
　また、採餌量には時期によって差があることが分かりました。グラフ１を見て
みると、11月から１月上旬にかけて採餌量が増加しているのに対し、１月下旬
からは減少しています。これまで関係者の間では年を明けると急にタンチョウの
食べる量が減るような気がすると言われていて、実際に昨年も給餌するとすぐに
餌を食べにきたタンチョウが、１～２月になると餌をまいてもしばらくは食べず
にのんびりしている姿がみられました。おそらく秋から初冬にかけては、厳冬期
に備えて体に栄養を蓄えるために採餌量が増えるのではないかと思われます。時
期による変化については、今後も調査を続けて明らかにしていきたいと思いま
す。採餌率（まいたデントコーンのうち、どのくらいタンチョウが食べたか）は平
均88.8％で、これまでの方法で著しい不足や過剰はなかったことが分かりました。
今年の冬は、この調査結果をもとに、日中の観察や夕方のコーンの残り具合など
これまでの方法を含めて給餌
していきたいと思います。
　サンクチュアリでは今、タ
ンチョウが冬にデントコーン
だけではなく、自然の餌も食
べていけるような環境（冬期
自然採食地）を増やす活動を
行っています。今回の調査結
果は、そのための基礎データ
にもなります。冬期自然採食
地の詳細については次号でご
紹介します。

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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グラフ１　１羽あたりのデントコーン採餌量

給餌作業中にデントコーンを食べるタンチョウ



７月末
住民登録人口

　お盆が過ぎ、秋風が吹き始めると思いましたが、真
夏の太陽と蒸し暑さが続きました。
　この暑さの原因は、よく耳にする「エルニーニョ現
象」とは逆の影響を及ぼす「ラニーニャ現象」が原因
ともいわれ、春はあっという間に過ぎ、太平洋高気圧
の勢力が強まって夏は高温が続き、秋が感じられない
まま急に寒くなって「厳寒の冬」を迎えるというもの
らしいです。
　関東、近畿方面では、猛烈な暑さと急激な集中豪雨
が発生しているようで、「亜熱帯」化の様相を呈して
いるとの報道もありました。
　日本の「美しい四季」が崩れないか心配です。（Ｋ）

※「赤丸」は、平成21年10月6日に新たに加盟した町村です。

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

■人口
総数 2,563 人
（前月比 － 3人）
昨年同期は 2,570 人で、対前年
比較は－ 7人です。

男 1,279 人（前月比± 0人）
女 1,284 人（前月比－ 3人）

■世帯数
 1,043 戸（前月比＋ 3戸）

㉔長野県 小川村（おがわむら）
　小川村は、長野市と白馬村のほぼ中間に位置し、
村内各所から雄大な北アルプス連峰を望むことが
できる人口約3, 000人の村で、その景観は「日
本の里100選」・「信州の自然百選（景観選）」・「信
州サンセットポイント百選」に選ばれています。
　また、信州三十三番札所巡りの札留所「高山寺」
には、県宝に指定されている三重塔、そして国の
有形登録文化財「薬師沢石張水路工群」など、史
跡や文化財が数多くあります。
お問合せ先　小川村役場（TEL 026-269-2323）
〒381-3302 長野県上水内郡小川村大字高府8800-8 
http://www.vill.ogawa.nagano.jp/
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 鶴
居
村

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村

19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町


